
青森市健康寿命延伸計画 体系図 【新旧】

現計画 次期計画 考え方

【新】

健康日本21（第三次）において、「胎
児期から高齢期に至るまで人の生涯
を経時的に捉えた健康づくり（ライフ
コースアプローチ）」が重要な観点と
して示されたことから、新たに追加。

【新】

健康日本21（第三次）や県計画の新
たな健康づくりの考え方として「社会
生活の質の向上」が追加されたこと
から、現計画第5章の内容を次期計
画では第4章に含め、新たに主な取
組を追加。

【体系の変更】

県計画と同様、本市の死亡原因の
大半を占める「がん」「循環器疾患」
「糖尿病」の疾病別に明記、より実効
性をもった取組を推進する。

子どもの頃からの健康的な生活習慣
づくりを推進するため、教育委員会と
連携し、児童生徒の指標を追加。

理念

5

地域における健康づくり
運動の促進と健康を支え
守るための環境づくり

（1）社会全体で支える
　　 健康づくり

※太枠箇所は、健康寿命延伸を図るため

の重点課題として取り組む

（6）歯・口腔の健康づくり

4

社会生活を営むために
必要な心身の機能の
維持・向上

（1）子どもの健康づくり

（2）高齢者の健康づくり

（3）こころの健康づくり

生活習慣病の発症予防と
重症化予防の徹底

（1）生活習慣病の発症予防と
　　 重症化予防の徹底

（2）健診・検診の充実

3
生涯を通じて健康である
ための生活習慣づくり

（1）栄養・食生活

（2）身体活動・運動

（3）休養

（4）飲酒

（5）喫煙

■青森市健康寿命延伸計画（これまで）の体系図　　　

基本視点 基本方向 主な取組
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1
市民のヘルスリテラシー
（健康教養）の向上

（1）市民のヘルスリテラシー
　　 （健康教養）の向上
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【資料１】
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1
市民のヘルスリテラシー
（健康教養）の向上

2
生活習慣病の発症予防と
重症化予防の徹底

3
生涯を通じて健康である
ための生活習慣の改善

（2）身体活動・運動

（3）休養

■青森市健康寿命延伸計画（第2次）の体系図

全体目標 基本方向 主な取組

4
健康を支える社会環境の
質の向上

（6）歯・口腔の健康づくり

（1）社会とのつながり、
　　 こころの健康の維持向上

（2）自然に健康になれる
　　 環境づくり

（1）市民のヘルスリテラシー
　　 （健康教養）の向上

5
ライフコースアプローチ
を踏まえた健康づくり

（3）社会全体で健康を
　　 支える環境づくり

（1）子どもの健康づくり

（2）高齢者の健康づくり

（3）女性の健康づくり

※色付き：主な取組の柱に変更あり

※太枠箇所は、健康寿命延伸を図るため

の重点課題として取り組む

（1）がん

（2）循環器疾患

（3）糖尿病

（1）栄養・食生活

（4）飲酒

（5）喫煙


